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１．はじめに 










に，SCSMA 減衰器が取り付けられている．減衰器内には 24 本の SCSMA ピンが放射状に配置さ
れており（図１(b) 黄枠），エンジンからの加振によって SCSMAピンに縦ひずみが生じる． 
 
(a) エンジンサポートピンと SCSMA 減衰器の関係 
 
(b) エンジンマウント部・SCSMA 減衰器の実物と SCSMAの配置 

























10 ～ 1,000 Hzに設定した．加速度は，0.5, 1.0, 2.0, 4.0 Gの 4パターンに設定して実験を行った．
加振，水平方向に加振した．そのため，図３(a)において CH1, CH2 と示された部分に取り付けら
れている SCSMA 減衰器が今回の実験では減衰に寄与する． 




































試験番号 入力加速度 G 
損失係数 
CH 1 CH 2 CH 3 平均 
① 0.5 0.17 0.16 0.17 0.17 
② 1.0 0.25 0.24 0.27 0.25 
③ 4.0 0.49 0.61 0.55 0.55 
④ 0.5 0.097 0.18 0.12 0.13 
⑤ 1.0 0.13 0.15 0.15 0.14 
⑥ 2.0 0.38 0.39 0.40 0.39 
⑧ 4.0 0.48 0.46 0.45 0.46 
⑨ 0.5 0.034 0.046 0.041 0.040 
 
